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日刊マニラ新聞

一一日日一一本本健健腸腸長長寿寿

マ
ニ
ラ
市
街
戦
の
資
料
を
見
る
リ
ム
市
長
︵
右
端
︶
や
各
国
大

使
館
関
係
者
ら
＝
３
日
午
前
８
時
ご
ろ
マ
ニ
ラ
市
役
所
で
写
す

蘇る死臭…虐殺の記憶
「日本人を許せても

忘れることできず」

９
日
か
ら
始
ま
る
ア
キ
ノ
新

政
権
と
の
和
平
交
渉
を
前
に
、

イ
ス
ラ
ム
急
進
派
、
モ
ロ
・
イ

ス
ラ
ム
解
放
戦
線
︵
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
︶

の
ア
ル
ハ
ジ
・
ム
ラ
ド
議
長
は

５
日
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
マ
ギ

ン
ダ
ナ
オ
州
ス
ル
タ
ン
ク
ダ
ラ

ッ
ト
町
内
の
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
拠
点
で
、

国
内
外
の
報
道
関
係
者
を
集
め

た
記
者
会
見
を
開
い
た
。
ア
ロ

ヨ
前
政
権
末
期
に
提
示
し
た
包

括
的
和
平
協
定
案
に
沿
っ
て
交

渉
を
進
め
る
考
え
を
あ
ら
た
め

て
強
調
し
、﹁
ア
キ
ノ
政
権
が
誠

実
に
対
応
す
れ
ば
、
１
年
以
内

の
和
平
合
意
も
可
能
だ
ろ
う
﹂

と
述
べ
た
。
同
協
定
案
の
柱
は
、

立
法
権
や
資
源
開
発
権
の
一
部

移
譲
を
伴
う
﹁
サ
ブ
ス
テ
ー
ト

︵
小
国
家
︶﹂
の
設
立
で
、
ア
キ

ノ
政
権
側
は
歴
代
政
権
と
同
様
、

憲
法
改
正
含
み
の
対
応
を
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
は
ア
ロ
ヨ
前
政
権

と
の
間
で
、
和
平
交
渉
の
最
終

主
要
議
題
﹁
父
祖
伝
来
の
土
地
﹂

問
題
に
関
す
る
覚
書
を
作
成
し
、

和
平
合
意
の
一
歩
手
前
ま
で
こ

ぎ
着
け
た
。
し
か
し
、
外
交
や

国
防
、
統
治
権
な
ど
国
家
主
権

の
一
部
移
譲
と
と
れ
る
条
項
が

覚
書
に
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、

最
高
裁
は
締
結
を
差
し
止
め
た

上
で
、
２
０
０
８
年
10
月
に

﹁
︵
覚
書
締
結
は
対
象
地
域
の
︶

事
実
上
の
独
立
を
意
味
し
、
憲

法
と
相
い
れ
な
い
﹂
と
違
憲
判

決
を
言
い
渡
し
た
。

ム
ラ
ド
議
長
が
言
及
し
た
包

括
的
和
平
合
意
案
は
、
前
政
権

末
期
の
10
年
２
月
ご
ろ
に
Ｍ
Ｉ

Ｌ
Ｆ
か
ら
提
示
さ
れ
た
。
違
憲

の
ら
く
印
を
押
さ
れ
た
覚
書
を

修
正
し
、﹁
主
に
立
法
権
の
移
譲

を
求
め
る
。
外
交
、
国
防
、
通

貨
発
行
、
郵
政
に
関
す
る
権
限

移
譲
は
︵
要
求
の
︶
対
象
外
﹂

︵
ジ
ャ
フ
ァ
ー
ル
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
副
議

長
︶
と
比
政
府
側
に
若
干
歩
み

寄
っ
た
形
と
な
っ
た
。

記
者
会
見
で
も
ム
ラ
ド
議
長

は
﹁
覚
書
の
履
行
こ
そ
、
自
決

権
と
独
立
国
家
を
求
め
る
イ
ス

ラ
ム
教
徒
の
切
望
を
実
現
す
る

唯
一
の
道
。
し
か
し
、︵
違
憲
判

決
に
よ
り
︶
比
政
府
の
同
意
を

得
ら
れ
な
い
以
上
、
比
国
家
の

下
で
︵
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
支
配
地
域
を
︶

小
国
家
と
し
て
機
能
さ
せ
る
取

り
決
め
が
必
要
と
な
っ
た
﹂
と

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
側
が
譲
歩
し
た
点
を

強
調
。
そ
の
上
で
、﹁
小
国
家
の

設
置
こ
そ
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
問
題

の
現
実
的
解
決
策
だ
﹂
と
述
べ
、

ア
キ
ノ
政
権
に
﹁
誠
意
あ
る
対

応
﹂
を
求
め
た
。

９
日
か
ら
交
渉
仲
介
国
の
マ

レ
ー
シ
ア
で
始
ま
る
現
政
権
と

の
交
渉
で
は
、
包
括
的
和
平
協

定
案
を
若
干
修
正
し
た
案
を
あ

ら
た
め
て
提
示
す
る
と
い
う
。

交
渉
の
焦
点
は
、
小
国
家
の
権

限
や
領
域
設
定
と
な
る
が
、
ム

ラ
ド
議
長
は
こ
れ
ら
の
詳
細
に

は
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
。

交
渉
を
円
滑
に
進
め
る
条
件

と
し
て
、
同
議
長
が
ア
キ
ノ
政

権
側
に
求
め
た
の
は
①
誠
実
さ

②
引
き
延
ば
し
作
戦
の
放
棄
と

国
軍
に
よ
る
軍
事
的
侵
略
の
回

避
③
政
治
的
意
志
︱
︱
の
３
点

で
、﹁
現
政
権
が
真
に
誠
実
な
ら

ば
、
１
年
以
内
の
和
平
合
意
も

可
能
だ
ろ
う
﹂
と
付
け
加
え
た
。

比
政
府
と
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
和
平

交
渉
は
、
最
高
裁
の
違
憲
判
決

や
そ
の
後
の
交
戦
続
発
に
よ
り
、

２
年
あ
ま
り
中
断
状
態
が
続
い

て
き
た
。
10
年
６
月
の
ア
キ
ノ

政
権
発
足
後
も
、
マ
レ
ー
シ
ア

政
府
の
仲
介
者
選
定
な
ど
を
め

ぐ
る
つ
ば
ぜ
り
合
い
が
半
年
近

く
続
き
、
交
渉
再
開
が
先
延
ば

し
さ
れ
て
き
た
。

和
平
交
渉
再
開
が
決
ま
っ
た

の
は
、
11
年
１
月
中
旬
、
マ
レ

ー
シ
ア
で
開
か
れ
た
準
備
会
合
。

こ
れ
を
受
け
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
側
は

同
月
25
日
か
ら
２
月
４
日
ま
で
、

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
関
係
者
数
千
人
を
集

め
た
対
話
集
会
を
開
き
、
交
渉

再
開
の
是
非
を
協
議
。﹁
比
政
府

と
の
交
渉
を
断
念
し
、
独
立
の

た
め
の
戦
い
を
継
続
す
べ
き
と

の
意
見
も
出
た
が
、
結
果
的
に

交
渉
に
よ
る
政
治
的
解
決
を
求

め
る
こ
と
で
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
﹂︵
ム
ラ
ド
議
長
︶
と
い
う
。

対
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
和
平
交
渉

モ

ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
︵
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｆ
︶
は
１
９
７
８
年
、
イ

ス
ラ
ム
最
大
勢
力
、
モ
ロ
民
族

解
放
戦
線
︵
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
︶
か
ら

離
脱
。
比
か
ら
の
分
離
・
独
立
、

イ
ス
ラ
ム
国
家
樹
立
を
最
終
目

標
に
武
力
闘
争
を
継
続
し
て
き

た
。
ラ
モ
ス
政
権
末
期
の
97
年

に
始
ま
っ
た
和
平
交
渉
で
は
、

統
治
形
態
や
領
域
問
題
で
﹁
共

和
国
憲
法
枠
内
の
自
治
﹂
を
超

え
る
高
度
な
自
治
を
要
求
。
ア

ロ
ヨ
前
政
権
は
主
要
議
題
を
①

停
戦
②
紛
争
地
復
興
③
父
祖
伝

来
の
土
地
認
知
︱
︱
の
３
点
に

絞
っ
た
ト
リ
ポ
リ
協
定
︵
２
０

０
１
年
６
月
締
結
︶
に
沿
っ
て

交
渉
を
進
め
た
。
さ
ら
に
、
父

祖
伝
来
の
土
地
問
題
に
関
す
る

覚
書
に
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
自
治

区
の
拡
大
と
統
治
機
構
新
設
、

広
範
な
権
限
移
譲
な
ど
を
盛
り
、

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
支
配
地
域
の
﹁
独
立

性
﹂
を
保
障
す
る
こ
と
で
合
意

達
成
を
急
い
だ
が
、
08
年
10
月

の
最
高
裁
違
憲
判
決
を
契
機
に

交
渉
中
断
へ
と
追
い
込
ま
れ
た
。

比
政
府
と
イ
ス
ラ
ム
急
進
派
、

モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線

︵
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
︶
の
和
平
交
渉
で
、

政
府
側
交
渉
団
の
メ
ル
カ
ド
元

団
長
は
５
日
、
マ
ニ
ラ
新
聞
の

電
話
取
材
に
対
し
、﹁
共
和
国
憲

法
が
改
正
さ
れ
な
い
限
り
、
包

括
的
和
平
は
あ
り
得
な
い
﹂
と

述
べ
、
ア
キ
ノ
現
政
権
下
の
交

渉
で
も
改
憲
が
成
否
の
鍵
を
握

る
と
強
調
し
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
側
が
、
立
法
権
移

譲
な
ど
を
伴
う
﹁
サ
ブ
ス
テ
ー

ト
︵
小
国
家
︶﹂
設
立
を
要
求
し

て
い
る
こ
と
を
受
け
た
発
言
。

ま
た
、
約
２
年
間
続
い
た
交

渉
中
断
に
不
満
を
抱
き
、
一
部

の
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
関
係
者
が
分
派
を

形
成
し
た
と
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
﹁
︵
分
派
形
成
の
情
報
で
︶

現
政
権
と
の
交
渉
を
有
利
に
進

め
る
た
め
の
︵
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
側
の
︶

政
治
宣
伝
、
策
略
の
可
能
性
が

あ
る
﹂
と
述
べ
、
慎
重
な
対
応

を
現
政
権
に
求
め
た
。

分
派
形
成
に
つ
い
て
、
カ
ル

ロ
ス
比
大
教
授
︵
政
治
学
︶
は
、

ム
ラ
ド
議
長
率
い
る
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ

が
１
９
７
０
年
代
、
イ
ス
ラ
ム

最
大
勢
力
の
モ
ロ
民
族
解
放
戦

線
︵
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
︶
か
ら
分
離
し
、

比
政
府
と
Ｍ
Ｎ
Ｌ
Ｆ
の
和
平
合

意
後
も
武
力
闘
争
を
継
続
し
て

き
た
経
緯
を
重
視
。﹁
た
と
え
Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｆ
と
の
和
平
協
定
締
結
に

至
っ
て
も
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
分
派
が

﹃
わ
れ
わ
れ
は
協
定
に
縛
ら
れ
な

い
﹄
と
闘
争
を
続
け
る
可
能
性

が
あ
る
﹂
と
指
摘
し
て
、
現
政

権
は
分
派
問
題
の
早
期
解
決
を

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
指
導
部
に
要
求
す
べ

き
と
提
言
し
た
。

分
派
の
中
心
人
物
と
さ
れ
る

の
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
第
１
０
５
部

隊
の
ア
メ
リ
ル
・
カ
ト
元
隊
長
。

ア
ロ
ヨ
前
政
権
と
の
交
渉
が
行

き
詰
ま
っ
た
２
０
０
８
年
に
も
、

指
導
部
の
命
令
を
無
視
す
る
形

で
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
地
方
北
コ
タ

バ
ト
州
な
ど
で
役
場
占
拠
事
件

を
起
こ
し
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
側
和
平
交
渉
団
の

イ
ク
バ
ル
交
渉
団
長
に
よ
る
と
、

カ
ト
元
隊
長
は
10
年
７
月
ご
ろ
、

第
１
０
５
部
隊
長
を
辞
し
、
11

年
に
入
っ
て
公
表
し
た
ビ
デ
オ

映
像
で
﹁
独
自
部
隊
を
結
成
し

た
﹂
と
宣
言
し
た
。
配
下
は
約

千
人
で
、
う
ち
武
装
兵
は
２
０

０
人
程
度
と
い
う
。

一
方
、
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
ム
ラ
ド

議
長
は
５
日
の
記
者
会
見
で
、

﹁︵
分
派
形
成
は
︶
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の

内
政
問
題
で
、
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
る
﹂
と
分
派
問
題
の
存

在
を
認
め
な
が
ら
も
、﹁
カ
ト
司

令
官
を
含
め
た
全
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
将

兵
は
、
執
行
部
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
下
に
あ
る
。
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
の
結

束
は
揺
ら
が
な
い
﹂
と
も
強
調

し
た
。

１
９
４
５
年
２
月
３
日
か
ら

３
月
３
日
に
か
け
て
続
い
た

﹁
マ
ニ
ラ
市
街
戦
﹂。
首
都
圏
マ

ニ
ラ
市
の
同
市
役
所
で
３
日
に

行
わ
れ
た
式
典
や
資
料
展
示
を

見
た
参
加
者
か
ら
は
﹁
こ
ん
な

悲
惨
な
事
件
が
起
き
て
い
た
と

は
知
ら
な
か
っ
た
﹂﹁
遺
族
と
し

て
日
本
政
府
高
官
に
よ
る
謝
罪

を
求
め
た
い
﹂
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
た
。

式
典
に
参
加
し
た
比
人
元
退

役
軍
人
の
マ
ル
セ
リ
ノ
・
バ
リ

ャ
ル
タ
さ
ん(

83)

は
﹁
ゲ
リ
ラ
兵

と
し
て
米
軍
と
一
緒
に
マ
ニ
ラ

に
突
入
し
た
。
イ
ン
ト
ラ
ム
ロ

ス
地
区
で
荷
役
人
夫
と
し
て
日

本
軍
の
下
で
働
い
て
い
た
多
数

の
比
人
男
性
ら
の
死
体
を
見
た
。

ひ
ど
い
臭
い
だ
っ
た
﹂
と
当
時

を
振
り
返
っ
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
次
ぐ
規

模
の
破
壊
を
受
け
た
マ
ニ
ラ
市

街
戦
で
の
死
者
数
12
万
人
の
う

ち
、
10
万
人
以
上
が
在
留
外
国

人
を
含
む
マ
ニ
ラ
市
民
だ
っ
た

と
さ
れ
る
。

イ
ン
ト
ラ
ム
ロ
ス
の
マ
ニ
ラ

大
聖
堂
の
隣
に
あ
る
総
督
府
ビ

ル
で
、
避
難
民
ら
約
４
０
０
人

が
日
本
軍
に
よ
っ
て
地
下
室
に

集
め
ら
れ
爆
破
物
に
よ
っ
て
虐

殺
さ
れ
た
ほ
か
、
エ
ル
ミ
タ
地

区
の
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
大
や
タ
フ

ト
通
り
沿
い
に
あ
る
デ
ラ
サ
ー

ル
大
な
ど
で
も
避
難
中
の
比
人

住
民
や
外
国
人
神
父
、
シ
ス
タ

ー
ら
が
虐
殺
の
標
的
と
な
っ
た
。

市
街
戦
に
関
す
る
展
示
を
見

て
い
た
同
市
職
員
の
グ
ラ
ニ

ダ
・
サ
ン
ト
ス
さ
ん(

63)

は
、

﹁
こ
ん
な
悲
惨
な
虐
殺
が
起
き
て

い
た
と
は
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
で
起

き
た
ア
ン
パ
ト
ゥ
ア
ン
一
族
に

よ
る
大
量
虐
殺
事
件
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
ひ
ど
い
﹂
と
た
め
息
を
つ

い
て
い
た
。
サ
ン
ト
ス
さ
ん
は

出
身
地
の
ル
ソ
ン
地
方
パ
ラ
ワ

ン
州
コ
ロ
ン
町
で
戦
時
中
、
町

の
中
心
に
あ
っ
た
公
園
で
ゲ
リ

ラ
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
比
人

住
民
が
日
本
兵
に
よ
り
体
の
皮

膚
を
徐
々
に
は
が
さ
れ
る
拷
問

を
受
け
た
と
祖
母
か
ら
聞
い
て

い
た
と
い
う
。

市
街
戦
で
親
族
を
殺
さ
れ
た

遺
族
や
歴
史
研
究
者
な
ど
が
参

加
し
て
結
成
さ
れ
た
市
民
団
体

﹁
メ
モ
ラ
ー
レ
・
マ
ニ
ラ
１
９
４

５
﹂
の
代
表
を
務
め
る
ジ
ョ

ン
・
ロ
チ
ャ
さ
ん(

73)

は
、
母
親

と
叔
母
４
人
、
い
と
こ
８
人
の

計
13
人
を
市
街
戦
で
失
っ
た
。

母
親
は
マ
ラ
テ
地
区
に
あ
っ

た
自
宅
敷
地
内
で
砲
撃
を
受
け

て
死
亡
し
、
残
り
の
親
族
12
人

は
エ
ル
ミ
タ
地
区
の
カ
ラ
ウ
通

り
に
あ
っ
た
﹁
ジ
ャ
ー
マ
ン
・

ク
ラ
ブ
﹂
と
呼
ば
れ
た
建
物
に

避
難
し
た
際
に
日
本
軍
に
よ
っ

て
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
ロ
チ
ャ

さ
ん
は
﹁
１
才
半
の
い
と
こ
は

銃
剣
で
刺
殺
さ
れ
、
18
歳
ぐ
ら

い
だ
っ
た
お
ば
は
レ
イ
プ
さ
れ

て
か
ら
殺
さ
れ
た
と
聞
い
て
い

る
﹂
と
当
時
を
振
り
返
っ
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
５
人
の
ド

イ
ツ
人
を
含
む
計
６
０
０
人
ほ

ど
の
市
民
が
虐
殺
さ
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
ロ
チ
ャ
さ
ん
は

﹁
日
本
人
を
許
す
こ
と
は
で
き
て

も
、
当
時
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
い
つ
の
日
か
、

マ
ニ
ラ
市
街
戦
の
犠
牲
者
を
追

悼
す
る
慰
霊
碑
の
前
に
日
本
政

府
の
高
官
が
来
て
、
謝
罪
し
て

く
れ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い

だ
﹂
と
静
か
に
語
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
中
、
３
年
半
に

わ
た
り
比
を
占
領
し
た
日
本
軍

は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
将
軍
率
い
る

米
軍
の
反
攻
を
受
け
て
山
下
将

軍
率
い
る
陸
軍
主
力
は
ル
ソ
ン

島
北
部
に
撤
退
し
、
海
軍
防
衛

隊
約
１
万
６
千
人
が
首
都
に
残

っ
た
。
同
年
２
月
３
日
に
米
軍

は
４
方
面
か
ら
マ
ニ
ラ
に
侵
攻

し
、
日
本
軍
と
の
間
で
激
し
い

市
街
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

マ
ニ
ラ
市
街
戦

66
周
年
で
遺
族
ら

目
標
は﹁
小
国
家
設
立
﹂

改
憲
含
み
の
譲
歩
迫
る

改
憲
な
く
し
て
和
平
な
し

マギンダナオ州内の拠点内で記者らの質問に
答えるムラド議長＝５日午前10時半すぎ写す

政
府
側

元
団
長

非
政
府
組
織
︵
Ｎ
Ｇ
Ｏ
︶、
女

性
の
自
立
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
︵
Ｄ
Ａ
Ｗ
Ｎ
︶
の
発
足
15

周
年
記
念
式
典
が
５
日
、
首
都

圏
マ
ニ
ラ
市
内
で
あ
り
、
約
60

人
が
集
ま
っ
た
特
設
会
場
で
福

岡
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
グ
ル

ー
プ
﹁
わ
く
わ
く
マ
ジ
ッ
ク
福

岡
﹂
が
手
品
を
披
露
し
た
。

浴
衣
姿
の
日
本
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
手
品
を
次
々
に
披
露
。

造
花
や
ス
テ
ッ
キ
が
ハ
ン
カ
チ

に
変
わ
っ
た
り
、
紙
を
丸
め
て

開
く
と
紙
の
帽
子
が
出
来
上
が

る
と
、
そ
の
た
び
に
観
客
か
ら

拍
手
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

こ
の
後
、
出
演
者
ら
が
観
客

に
新
聞
紙
で
﹁
か
ぶ
と
﹂
の
折

り
方
を
教
え
た
り
、
子
供
た
ち

に
は
12
色
入
り
の
ペ
ン
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
を
配
っ
た
。

16
年
前
に
東
京
都
内
で
働
い

た
経
験
が
あ
る
と
い
う
イ
デ
ル

リ
ナ
・
イ
ガ
ラ
シ
さ
ん(

43)

＝
ル

ソ
ン
地
方
パ
ン
パ
ン
ガ
州
ア
ン

ヘ
レ
ス
市
在
住
＝
は
、
15
歳
の

息
子
と
共
に
参
加
。﹁
こ
の
催
し

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
私
も

手
品
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
﹂
と
話
し
て
い
た
。

２
月
下
旬
に
ル
ソ
ン
地
方
ベ

ン
ゲ
ッ
ト
州
バ
ギ
オ
市
で
開
か

れ
る
バ
ギ
オ
・
フ
ラ
ワ
ー
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
同
市
当
局

は
こ
の
ほ
ど
、
日
本
人
男
性
実

業
家
か
ら
出
て
い
た
、
パ
レ
ー

ド
見
物
の
特
設
席
設
置
や
露
店

出
店
な
ど
の
許
可
申
請
を
却
下

し
た
。
許
可
し
た
前
年
は
、
同

男
性
が
道
路
沿
い
に
特
設
席
を

設
置
し
、
観
光
客
ら
か
ら
﹁
高

額
の
席
代
を
徴
収
さ
れ
た
﹂
と

の
批
判
を
浴
び
た
。
今
回
の
却

下
は
、
前
年
の
﹁
教
訓
﹂
を
踏

ま
え
た
措
置
と
み
ら
れ
る
。
４

日
付
け
英
字
紙
サ
ン
ス
タ
ー
が

報
じ
た
。

同
紙
に
よ
る
と
、
日
本
人
実

業
家
は
２
０
１
０
年
２
月
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
同
市
か
ら

許
可
を
得
て
特
設
席
を
設
け

た
。
し
か
し
、
席
代
50
ペ
ソ
を

徴
収
し
た
た
め
、﹁
高
す
ぎ
る
﹂

な
ど
の
苦
情
が
市
民
か
ら
相
次

い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
市
当

局
は
同
３
月
に
会
計
監
査
を
含

め
た
調
査
に
乗
り
出
し
た
。

と
こ
ろ
が
２
カ
月
後
の
選
挙

で
市
長
が
交
代
し
た
こ
と
か
ら

調
査
は
中
断
。
日
本
人
実
業
家

は
、
今
年
の
同
パ
レ
ー
ド
を
前

に
再
び
営
業
許
可
申
請
を
提
出

し
た
が
、
今
度
は
市
当
局
が
同

申
請
を
却
下
し
た
。

こ
の
日
本
人
実
業
家
は
、
同

年
12
月
上
旬
、
バ
ギ
オ
市
内
に

人
工
降
雪
機
を
持
ち
込
ん
で
雪

を
降
ら
せ
る
﹁
ス
ノ
ー
・
シ
ョ

ー
﹂
に
も
参
加
。
し
か
し
、
開

催
２
日
目
に
、
予
想
の
観
客
数

５
千
人
を
は
る
か
に
上
回
る
５

万
人
が
会
場
に
押
し
掛
け
、
警

備
態
勢
の
不
備
も
あ
り
、
け
が

人
が
出
る
騒
ぎ
と
な
っ
た
。

バ
ギ
オ
市
の
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ

今
年
は
有
料
特
設
席
な
し

前
年
の
教
訓
生
か
し
許
可
出
さ
ず

殺
人
罪
に
問
わ
れ
た
ラ
ク
ソ

ン
上
院
議
員
に
対
す
る
公
訴
を

棄
却
し
た
控
訴
裁
判
決
を
受
け

て
、
同
議
員
の
弁
護
士
は
５
日
、

﹁
判
決
に
よ
り
逮
捕
状
は
失
効
し

た
。
逮
捕
す
れ
ば
違
法
逮
捕
に

な
る
﹂
と
表
明
、
逮
捕
状
執
行

は
可
能
と
言
明
し
て
い
た
デ
リ

マ
司
法
長
官
に
対
し
警
告
し
た
。

控
訴
判
決
を
受
け
て
同
司
法

長
官
は
こ
の
ほ
ど
、
判
決
が
確

定
す
る
ま
で
同
議
員
に
対
す
る

逮
捕
状
執
行
が
可
能
と
の
見
解

を
示
し
て
い
た
。

大
雨
死
者
17
人
に

５
日
の
国
家
災
害
対
策
本
部

発
表
に
よ
る
と
、
ビ
サ
ヤ
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
両
地
方
の
大
雨
被
害

は
、
新
た
に
８
人
の
死
亡
が
確

認
さ
れ
、
死
者
数
は
計
17
人
と

な
っ
た
。
行
方
不
明
は
３
人
。

新
た
に
死
者
が
確
認
さ
れ
た

の
は
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
バ
レ
ー
、

北
ア
グ
サ
ン
両
州
各
１
人
、
南

ス
リ
ガ
オ
州
４
人
な
ど
。

﹁
逮
捕
状
す
で
に
失
効
﹂

ラ
ク
ソ
ン
議
員
側
が
反
論

手品にワクワク
ＮＧＯ発足記念式で
福岡のグループ披露

手
品
に
興
味
津
々
な
観
客
ら
＝
５
日
午
後

２
時
ご
ろ
、
首
都
圏
マ
ニ
ラ
市
で
写
す

ＭＩＬＦ議長

交
渉
再
開

前
に
会
見

きょうの天気と気温
マニラ　　　　　　　　　　 23-31

バギオ　　　　　　　　　　 14-24

タガイタイ　　　　　　　　 19-25

アンヘレス　　　　　　　　 24-31

セブ　　　　　　　　　　　 25-30

ダバオ　　　　　　　　　　 24-31

カガヤンデオロ　　　　　　 22-29

日の出（マニラ）午前６時23分

日の入り　　　　午後５時57分

５日の気温 最高31.4（午後２時）

最低23.3（午前６時）

外国為替（５日）

休日のため取引なし

前日の終値　＄１＝Ｐ43.770

＝￥81.57

１万円＝Ｐ5,330、＄100＝Ｐ4,375

（マニラ市の市中両替商調べ）

トップニュース（５日）

≫殺人罪で起訴されたラクソン上院議

員が公訴棄却の控訴裁判決を受けた問

題で、司法省は「逮捕状執行は依然有

効。執行のため所在特定続ける」と強

調　　　　　　　　　　（スターほか）

≫環境天然資源省が約500の鉱山採掘

許可を破棄。新規許可申請の受け付け

も一時中止へ（スタンダードトゥデー）

大衆紙の話題
高校生に悪魔とりつく？ ビサヤ地

方イロイロ州オトン町でこのほど、高

校生５人が突然、奇行を繰り返す事件

があり、地元ラジオ局が「悪魔の仕業」

と報じた。報道によると、５人が校舎

内で学校行事の準備をしていたとこ

ろ、女性の亡霊が現れた。驚いた５人

は直ちに下校したが、その途中、路上

に寝転がるなどの奇行を繰り返した。

また、うち１人が携帯電話に「１、１、

３、３、６、６、６」の数字列を入力

したところ、笑い顔の絵文字と「デー

モン」という文字が現れたらしい。地

元の神父は「生徒の１人は飲酒状態だ

ったと聞いている。悪霊にとりつかれ

たのではなく、何らかの心理的要因で

奇行に及んだのではないか」と話して

いる。 （５日・Ｐトゥナイト）


